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★12：30点鐘
★東山荘
★小学校教育の現状 
　御殿場南小学校長　石川芳裕様夢をかたちに
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第2056回 例会プログラム
●例　会　場／ホテル御殿場館21
●開 会 点 鐘／12：30 
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／新世代のための
　　　　　　　月間に因んで 
　　　　　　　新世代委員長　内海隆治君

●会員誕生日　９月17日　内海隆治君 
●夫人誕生日　９月12日　勝又敏樹君 夫人 一代様 
　　　　　　　９月16日　神谷高義君 夫人 和子様 
　　　　　　　９月17日　斎藤　衛君 夫人 真夕美様 
●結婚記念日　９月15日　豊山　篤君 佳子様 ご夫妻

９月18日の例会
次　回

会長挨拶
第９回例会
　先週末は地区国際奉仕委員会青少年交換小委員会主催の、交換学生帰国報
告会並びに受け入れ学生の紹介などをする行事が東山荘で催されました。
　我がクラブから会長、幹事、国際奉仕委員長が出席してきました。何年か
前から御殿場の東山荘でこの催しが行なわれるようになったようです。すばらしい環境の東山荘
ですから当然かもしれません。地元のロータリークラブですから、ようこそ御殿場へというよう
な歓迎の挨拶と、御殿場の自慢を少しと、幹事の用意したメンバーの酒蔵で作った酒や同じく
メンバーのハムなどを喜んでもらいました。我がクラブの地区青少年交換委員会のメンバーは神
谷高義君です。根上眞一さんも応援に駆けつけてくださいました。
　参加者は地区の担当委員会の面々と帰国報告をする学生とその親たち、そして初めて日本に来
た３人の少年と少女たちでした。まだ日本語は全然だめでしたが、１年後にはしっかり日本語で
スピーチが出来るようになるでしょう。若い人の能力は恐ろしいほどですからね。カナダ、ドイ
ツの２人の男の子とアメリカの女の子たちに夫々の国歌を歌わせたり、地図を書かせて自己紹介
させたり、神谷君が本当に上手に会を取りまとめてくれました。たいしたものでした。クラブを
超えた人材の養成をといわれていますが、我がクラブにはいました、神谷君が。
　次の日曜日はガバナーエレクトを迎えての帰国報告会と受け入れ学生の自己紹介でした。女の
子４人と男の子１人の帰国報告です。アメリカ、ドイツ、オーストリア、ベルギー、オーストラ
リアだったと思います。子供たちは多くを学んできたようで、自信にあふれ、堂々とした国際人
になって帰ってきたように感じました。１人の帰国学生が言っていたことの中で向こうの人たち
はありがとう、すみません、とかというような言葉を多用して人間関係を上手に作っていた、と
いうような感想を述べていました。それを聞いて思い出したのがアメリカなどでは子供を立派な
社会人に育てる時に大事なマジックワードがあることを教えるようです。それは、ＴＨＡＮＫ
ＹＯＵ，ＰＬＥＡＳＥ，ＥＸＣＵＳＥ ＭＥの言葉だったと思います。これらの言葉が人間関係の
潤滑油となることを子供の時から教えるようです。交換留学生として出す時に、このマジックワー
ドを教えて出すといいでしょうね。ロータリアンのマジックワードは、もちろん四つのテストの
中にあると思います。

会員慶事



８月10日
８月10日 
８月10日
８月10日

富士山一斉清掃 
富士山一斉清掃 
富士山一斉清掃 
富士山一斉清掃

秋田　悦夫君 
斉藤　礼志君 
渋谷　　一君 
豊山　　篤君 

８月23日
８月27日
８月30日 

富士山一斉清掃 
長 泉  
地区青少年

橋本　喜市君 
梶原　一正君 
神谷　高義君 

○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○豊山　徹也
幹　　　事○小早川豊一
会報委員長○根上　陽一
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会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

60名 59名 55名 93.22％ 100.00％

井上　元君・勝間田太住君・大森清治君・山内強嗣君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（４名）
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21 のメーキャップの出席報告

杉山正一郎様
ＪＡ御殿場代表理事組合長

農業の話

　協同組合はＩＣＡ（国際協同組合同盟）声明
によって定義や理念が定められており、農業・
漁業・生活・森林の四協同組合があります。昭
和初期、全国に約3700の農協がありましたが、
今は860になりました。県下には18の農協があり
ます。組織として都道府県ごとに都道府県連合会・
ＪＡ中央会、全国レベルで東京にＪＡ全国連・
ＪＡ全中があります。当組合の田代代表理事会
長はＪＡ静岡中央会会長で、８月にＪＡ全国中
央会の副会長に就任しました。
　農協事業は以下の５つになります。①指導事
業：農業の経営と技術の向上、生活の改善に関
する指導を行います。②信用事業：組合員から
の貯金、貸付けなどの金融・証券業務です。③
共済事業：生命保険や建物・自動車などの損害
保険のような役割です。④購買事業：組合員の
事業または生活に必要な物資を共同で購入供給
する事業です。⑤販売事業：組合員の農産物を
共同で販売しています。それぞれに連合会があり、
特に信用事業は農林中央金庫が元締めで、漁協・

森林組合も統括しています。そのほか(株)農協
観光・(社)家の光・(株)日本農業新聞も全国的
なＪＡグループです。御殿場農協のように上記
の事業をすべて行うところを総合農協とも言い
ます。
　御殿場農協は昭和37年に御殿場・小山の６つ
の農協がまとまってできました。行政をまたがっ
て誕生したのは初めてでした。当時の貯金額は
県下一でしたが、今は他が大きくなったので７
か８番目です。生産物販売の売り上げは約10億円、
うち主力の米が４億５千万円です。米価の低迷
や減反で一時期の約半分になり伸び悩んでいます。
これからはごてんばこしひかりをブランド化し、
農家の手取りを多くしなければいけません。御
殿場は火山灰の砂が入りやすいので４千万円か
けて、カントリーエレベーターに色彩選別機を
導入しました。また品目横断的経営安定対策と
いって、認定された農業専門の農家に転作奨励
金を集中しております。今後、安心して安全な
農産物を供給できるよう努力していきますので、
ご理解と応援をいただきたいと思います。


